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〇 中学校・高等学校・中等教育学校教員の合格者は、本人の希望や免許状の所有状況を考慮し、中学校、高等
学校、中等教育学校の教員として採用します。 

〇 特別支援教育担当教員の合格者は、特別支援学校又は特別支援学級等の教員として採用します。 
〇 養護教員の合格者は、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校の教員として採用します。 
〇 栄養教員の合格者は、小学校、中学校、中等教育学校、特別支援学校の教員として採用します。 

  

  

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

１ 目的  

 さいたま市立学校教員の採用候補者を選考するために実施します。 

 

２ 選考の対象となる志願区分・教科等・採用見込数  

志願区分 教  科  等 採用見込数 

小 学 校 教 員 全教科 ９０名程度（昨年度比１０名減） 

中学校・高等学校・ 

中等教育学校教員 

国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、

技術、家庭、グローバル・スタディ(英語) 
９０名程度（昨年度比１０名減） 

特別支援教育担当教員（小学校）  特別支援教育全般 ２０名程度（昨年度と同数） 

特別支援教育担当教員（中学校）  特別支援教育全般 ５名程度（昨年度比３名増） 

養 護 教 員 養護全般 ５名程度（昨年度と同数） 

栄 養 教 員 栄養全般 ３名程度（昨年度と同数） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

今 年 度 の 主 な 変 更 等 

①  教員普通免許状を未所有な方が受験可能な「小学校教員プレ・ライセンス特別選考」を

新設します。 
→Ｐ４参照 

②「ティーチャー・リターン選考」を教員採用選考試験と同時期に実施します。 →別紙参照 

③「現職高等学校教員特別選考」を休止します。  

④「英語ネイティブ特別選考」を休止します。  

⑤ 教員普通免許状を未所有な方が受験可能な「パイオニア特別選考」を継続します。 →Ｐ３参照 

令和９年度採用（令和８年度実施） 

 さいたま市立学校教員採用選考試験実施要項 
《第 1 次試験実施日：令和８年７月５日（日）》           

 さいたま市教育委員会 

 

 
「 豊 か な 人 間 性 と 社 会 性 」 

「強い使命感と教育への情熱」 

「幅広い教養と実践的な専門性」 
常に学び続ける教師 を備えた 

さ い た ま 市 が 求 め る 教 師 像 

令和９年度 さいたま市立小学校１０６校、中学校５９校、高等学校３校、中等教育学校１校、特別支援学校２校 

全ての子どもたちの学びと育ちを支える
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３ 受験資格（大学３年生 Step Up選考を除く）  

⑴ 昭和４３年４月２日以降に出生した方 

⑵ 小学校教員、中学校・高等学校・中等教育学校教員、養護教員、栄養教員受験者 

志願区分の普通免許状を所有している方又は令和９年３月３１日までに取得見込の方 

ア 「小学校英語教育推進特別選考」受験者は、小学校教諭普通免許状を所有（取得見込を含む）していなくて

も受験することができます。ただし、中学校教諭普通免許状（英語）又は高等学校教諭普通免許状（英語）

のどちらかの免許状が必要となります。 

イ  中学校・高等学校・中等教育学校教員受験者で、中学校のみを希望する場合、中学校教諭普通免許状の所

有又は令和９年３月３１日までに取得見込の方も受験することができます。 

ウ  中学校・高等学校・中等教育学校教員受験者で、高等学校のみを希望する場合、高等学校教諭普通免許状

の所有又は令和９年３月３１日までに取得見込の方も受験することができます。 

エ 「パイオニア特別選考」受験者は、受験教科に係る教員普通免許状を所有していない方のみ受験すること

ができます。 

オ 「小学校教員プレ・ライセンス特別選考」受験者は、「小学校教諭普通免許状」を所有していない方のみ受

験することができます。 

⑶ 特別支援教育担当教員受験者 

特別支援教育担当教員（小学校）受験者は小学校教諭普通免許状及び特別支援学校教諭普通免許状、特別

支援教育担当教員（中学校）受験者は中学校教諭普通免許状及び特別支援学校教諭普通免許状を所有してい

る方又は令和９年３月３１日までに取得見込の方 

 ⑷ 学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律（以下

「こども性暴力防止法」という。）第２条第８項に規定する特定性犯罪事実該当者ではない方 

   ※特定性犯罪事実該当者の場合は、こども性暴力防止法に基づき、採用候補者名簿へ登載しません。このた

め、予め、採用選考過程において、誓約書や履歴書等により、特定性犯罪の前科の有無を確認いたします。 

⑸ 地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条の欠格条項に該当しない方 

 

４ 選考区分  

⑴  一般選考 

 一般選考とは、次の「⑵ 特別選考」によらない選考をいいます。 

※特別選考の受験資格に該当している方でも、「３ 受験資格」を満たしている方は、一般選考による受験 

が可能です。 

⑵ 特別選考 

特別選考とは、以下一覧表に記載されている選考をいいます。 

※複数の特別選考を選ぶことはできません。 

※特別支援教育担当教員受験者は、第１次試験において「一般教養及び教職科目」を課していないことから、 

この試験項目の免除のみを受験上の措置とする特別選考（社会人特別、臨任特別Ｂ、障害者特別）の対象 

とはなりません。 

 

No 種  別 受  験  資  格  等 受験上の措置 

１ 

さいたま市教師塾『夢』講

座修了生特別選考Ａ 
（以下「教師塾特別Ａ」とい

う。） 

令和７年度さいたま市教師塾『夢』講座修了生（Ａ合格者）で、『夢』講
座と同一の校種・教科等を受験し、さいたま市の教員（小学校教員、中学
校・高等学校・中等教育学校教員、特別支援教育担当教員）を第一志望とす
る方を対象とします。 

第１次試験を免除

します。 

２ 
大学推薦特別選考 
（以下「大学推薦特別」とい

う。） 

さいたま市が指定した大学（大学院・教職大学院・専攻科を含む）の推薦を

受け、さいたま市の教員（小学校教員、中学校・高等学校・中等教育学校教

員、特別支援教育担当教員）を第一志望とする方を対象とします。 

３ 

スポーツ・芸術等実績者特

別選考 
（以下「実績者特別」とい

う。） 

 

次の、①、②のいずれかに該当する方を対象とします。 
【スポーツの分野】 
①国際大会（オリンピック、世界選手権大会、アジア大会、ユニバーシア
ード競技大会等）に日本代表として出場した方 

②全国大会（全日本選手権大会、国民体育大会〔成年の部〕、全日本学生
選手権大会のいずれか）において、団体又は個人で８位以内入賞の成績
を収めた方 

※①②ともに高等学校卒業以降の実績に限る。団体競技の場合、正選手と
して登録され、出場した方に限る。 

【音楽、美術等の芸術等の分野】 
①国際レベルのコンクール、展覧会等に日本代表もしくはこれに準じる資
格により出場した方 

②全国レベルのコンクール、展覧会等において上位入賞するなど、優秀な
実績を有する方 

※①②ともに高等学校卒業以降の実績に限る。 
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No 種  別 受  験  資  格  等 受験上の措置 

４ 
経験者特別選考 
（以下「経験特別」という。） 

令和８年３月３１日までに、国公立の小学校・中学校・義務教育学校・高

等学校・中等教育学校・特別支援学校の本採用教員として、２年以上の勤

務経験を有する方を対象とします。 

（「勤務経験」に休職期間等、勤務の実態がない期間は含みません。） 

第１次試験を免除

します。 

 

５ 

 

 

プレゼンテーション特別 

選考 
（以下「プレゼン特別」とい

う。） 

企業経験、情報処理に関する技術・資格、国際バカロレアに関する知識等

学校教育に生かせる知識や経験、技術、資格を有する方を対象とします。 

※１０分間のプレゼンテーションに加えて、プレゼンテーションの内容及

び教職全般に関する質疑を実施します。 

※採用数は各志願区分の採用見込数の中で、若干名とします。 

第１次試験を免除

します。 

第２次試験に加え

てプレゼンテーシ

ョン試験を実施し

ます。 ６ 
パイオニア特別選考 
（以下「パイオニア特別」と

いう。） 

次の①、②いずれにも該当する方を対象とします。 

①受験教科に係る教員普通免許状を所有していない方 

②受験する教科の分野について、大学や企業、研究機関等における勤務経験が３年以

上ある方又は、スポーツ（オリンピック等出場経験者を含む）や芸術の分野など受

験する教科の分野における専門性や幅広い知見のある方 

※対象は、中学校・高等学校・中等教育学校の全教科とします。 

※１０分間のプレゼンテーションに加えて、プレゼンテーションの内容及び教職全般

に関する質疑を実施します。 

※合格後は教育職員検定を経て、特別免許状を授与し、教諭として配置します。 

※特別免許状が授与されなかった方は、教員免許取得のため、採用候補者名簿登載開

始を１年間又は２年間猶予します。 

※専科教員として、小学校への配置となる場合があります。 

７ 

臨任等教員勤務実績特別 

選考Ａ 
（以下「臨任特別Ａ」とい

う。） 

次の①、②のいずれにも該当する方を対象とします。勤務校種にかかわら

ず、希望する校種を受験できます。 

①令和８年４月８日現在、さいたま市立学校の臨時的任用教職員又は任期

付採用教職員（以下「臨時的任用等教職員」という）として勤務してい

る方 

②令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの５年間において、さい

たま市立学校の臨時的任用等教職員として、通算３年以上の勤務経験を

有する方 

第１次試験の筆答

試験について、「一

般教養及び教職科

目」、「教科等専門分

野」を免除します。

特別支援教育担当

教員受験者につい

ては、第１次試験の

論文試験を免除し

ます。 

８ 

さいたま市教師塾『夢』講

座修了生特別選考Ｂ 
（以下「教師塾特別Ｂ」とい

う。） 

令和７年度さいたま市教師塾『夢』講座修了生（Ｂ合格者）で、『夢』講座

と同一の校種・教科等を受験し、さいたま市の教員（小学校教員、中学校・

高等学校・中等教育学校教員、特別支援教育担当教員）を第一志望とする方を

対象とします。 

９ 

Step Up選考通過者特別選

考 
（以下「Step Up 通過者特別」

という。） 

令和７年度実施「大学３年生 Step Up 選考」を通過した方を対象としま

す。 

※志願できる区分は、選考を通過した同一の校種・教科等に限ります。 

10 
社会人特別選考 
（以下「社会人特別」とい

う。） 

次の①、②のいずれかに該当する方を対象とします。 

①令和８年３月３１日までに、民間企業、又は官公庁等での正社員又は正

規職員として、通算３年以上の勤務経験を有する方 

（「勤務経験」に休職期間等、勤務の実態がない期間は含みません。） 

②青年海外協力隊及び日系社会青年ボランティアの国際貢献活動に従事し

たことのある方で、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの５

年間において、通算２年以上の派遣経験を有する方 

第１次試験の筆答

試験について、「一

般教養及び教職科

目」を免除します。 

11 

臨任等教員勤務実績特別 

選考Ｂ 
（以下「臨任特別Ｂ」とい

う。） 

次の①～④のいずれかに該当する方を対象とします。勤務校種にかかわら
ず、希望する校種を受験できます。 
①令和８年４月８日現在、さいたま市立学校の臨時的任用等教職員として
勤務している方 

②国公私立の学校の臨時的任用等教職員として、令和６年４月１日から令
和８年３月３１日までの２年間において、通算１７０日以上の勤務期間
を有する方 

③さいたま市スクールアシスタント（SA）として、令和６年４月１日から
令和８年３月３１日までの２年間において、通算１７０日以上の実勤務
日数を有する方 

④さいたま市立学校の非常勤講師として、令和６年４月１日から令和８年
３月３１日までの２年間において、通算１７０日以上の実勤務日数を有
する方 
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No 種  別 受  験  資  格  等 受験上の措置 

12 
障害者特別選考 
（以下「障害者特別」とい

う。） 

次の①～④のいずれかに該当する方を対象とします。 
①身体障害者手帳の交付を受けた方 
②都道府県知事又は政令指定都市市長が発行する療育手帳の交付を受けた
方 

③児童相談所等が発行した知的障害者の判定書の交付を受けた方 
④精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方 

第１次試験の筆答試

験について、「一般教

養及び教職科目」を免

除します。受験上の合

理的配慮を行います。

出願時に申し出てく

ださい。 

13 
小学校音楽専科特別選考 
（以下「音専特別」という。） 

小学校で主に音楽の授業を行う教員を希望する方で、次の①、②のいずれ

にも該当する方を対象とします。 

①小学校教諭普通免許状を所有している方又は令和９年３月３１日までに

取得見込の方 

②中学校教諭普通免許状（音楽）を所有している方又は令和９年３月３１日

までに取得見込の方 

第１次試験の筆答試

験について、「一般教

養及び教職科目」を免

除します。「教科等専

門分野」については

（小学校）の問題で実

施します。第２次試験

において、音楽に関す

る実技試験を実施し

ます。 

14 
小学校英語教育推進特別 

選考 
（以下「英語特別」という。） 

小学校における英語教育を推進する意欲があり、グローバル・スタディ専
科教員を希望する方で、次の①～③のいずれかに該当する方を対象としま
す。 
①小学校教諭普通免許状を所有している方又は令和９年３月３１日までに
取得見込の方で、CEFR（Common European Framework of Reference for 
Languages: Learning, teaching, assessment：外国語の学習、教授、
評価のためのヨーロッパ共通参照枠）B2 以上の方 
<「各資格・検定試験と CEFR との対照表」参照：文部科学省（平成３０年３月）>  

※上の資格の有効期限は設定していません。過去に一度でも要件を満たせ
ば該当します。 

②中学校教諭普通免許状（英語）を所有している方又は令和９年３月３１
日までに取得見込の方 

③高等学校教諭普通免許状（英語）を所有している方又は令和９年３月３１
日までに取得見込の方 

第１次試験の筆答試

験について、「一般教

養及び教職科目」を免

除します。 

「教科等専門分野」に

ついては、中学校・高

等学校・中等教育学校

教員（グローバル・ス

タディ(英語)）の問題

で実施します。第２次

試験において、英語に

関する実技試験を実

施します。 

15 

小学校教員プレ・ライセン

ス特別選考 
（以下「プレ・ライセンス特

別」という。） 

小学校教員普通免許状を取得前の方を対象に、合格後、定められた期間内

に当該免許状を取得することを前提として受験できる選考です。 

次の①、②のいずれにも該当する方を対象とします。 

①小学校教諭普通免許状を所有していない方 

②令和８年３月３１日までに、民間企業、又は官公庁、教職員等で、正規

採用又は臨時採用として、通算３年以上の勤務経験を有する方 

（「勤務経験」に休職期間等、勤務の実態がない期間は含みません。） 

※対象の志願区分は、小学校教員のみとします。 

※合格後は、教員免許状取得猶予期間として、教員免許状取得見込みの時

期に応じて採用候補者名簿登載開始を、１年間又は２年間猶予します。 

受験上の免除措置
は設けず、一般選考
と同一の内容で実
施します。 

 

 ※「実績者特別」「経験特別」「パイオニア特別」は、特別選考の受験資格の審査結果を６月中旬に通知します。

審査の結果、出願した特別選考に該当しないとされた場合は、一般選考による出願として取り扱います。 

   その他の特別選考については、出願時に入力された内容により受験資格の確認を行います。審査結果の個別通

知は行いませんので、受験資格の要件を十分に確認の上、出願してください。なお、受験資格を満たしていな

いことが判明した場合は、選考の対象外とすることがあります。 

 ※「プレゼン特別」「パイオニア特別」は、プレゼンテーション試験を受験しなかった場合は、その後の試験につ

いては、受験できません。 

 
５ 第１次試験免除の特例 

   令和８年度採用（令和７年度実施）さいたま市立学校教員採用選考試験の結果通知において「補欠」の記載

があった方については、同一校種・教科等を受験する場合に限り、令和９年度採用（令和８年度実施）さいた

ま市立学校教員採用選考試験の第１次試験の免除が可能です。（以下「１次特例」という。） 

なお、受験に当たっては、「１次特例」として申し込み手続きが必要ですので、注意してください。 
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６ その他の試験 

 ⑴ ティーチャー・リターン選考について 

   過去にさいたま市立学校の教員として一定期間の勤務実績があり、退職した事由が解消した方のための選考

です。詳細は別紙を参照してください。 

 ⑵ 大学３年生 Step Up 選考について 

   大学３年生等が、第１次試験の筆答試験を先行して受験できる選考です。詳細は別紙を参照してください。 

 ※⑴及び⑵の選考は、本試験（一般選考及び各特別選考）との併願はできません。 

 

７ 出願手続  

⑴ 出願期間 

  令和８年４月６日（月）９：００ ～ 令和８年５月７日（木）１６：００  

⑵  出願方法 

   インターネットでの出願になります。右の２次元コードを読み取るか、さいたま市ホームページから、[メニ

ュー]→［市政情報］→［募集］→［職員採用］→［職員採用（教育委員会）］と進み、「さいたま市立学校教員

採用試験」のページから、「電子申請の注意事項」等を必ず確認し、申込みをしてください。 

 ⑶ 必要なもの 

  ①パソコン又はスマートフォン（インターネットに接続が可能なもの） 

  ②志願者本人のメールアドレス（教職員人事課からの連絡に使用する場合があるため、連絡可能なもの） 

  ③Ａ４サイズ用紙の印刷が可能なプリンター（受験票等の印刷に使用・コンビニエンスストア等のプリントサ

ービスの利用でも可） 

  ④受験者本人の顔写真データ（出願前３か月以内に撮影した、正面向き、無帽、上半身胸上の写真（メガネを

かけて受験する方は、メガネをかけている写真）。縦横比４：３の JPEG 形式、背景白色又は白色に近いもの。） 

 ⑷ 出願時の提出書類について 

  「８ 提出書類」を参照し、出願に必要な提出書類がある場合は、５月７日（木）（当日消印有効）までに特定

記録郵便にて、下記の宛先まで郵送してください。 

 ⑸ 受験票の交付について 

   ６月１６日（火）より、「さいたま市電子申請・届け出サービス」（「オンライン市役所さいたま（オンた

ま）」）にログインし、申込内容照会画面から受験票をダウンロード・印刷し、試験会場に持参してください。

なお、受験票がダウンロードできない場合は、６月２５日（木）まで下記の連絡先に御連絡ください。 

   また、受験票は「第１次試験」と「第２次試験」で、共通のものを使用します。試験会場については、受験

票には記載せず、さいたま市ホームページ等でお知らせします。 

 ⑹ その他 

ア 申込期間中は２４時間いつでも申込みできますが、システムのメンテナンス・停電等のため利用できない場 

合があります。 

イ 「さいたま市電子申請・届出サービス」（「オンライン市役所さいたま（オンたま）」）の利用者登録が必 

要です。その際に発行される「利用者ＩＤ」と設定する「パスワード」は絶対に忘れないでください。 

ＩＤとパスワードは教育委員会では確認することができません。出願時の手続きや受験票の印刷ができな 

くなりますので、注意してください。 

ウ インターネットによる申込みが完了すると、「申込完了通知」メールが送信されます。メールが届かない 

場合は、申込みが完了していない可能性がありますので、電子申請・届け出サービス上で申請状況を確認 

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【宛先・連絡先】 

〒330-9588 さいたま市浦和区常盤６丁目４番４号（さいたま市役所第２別館１階） 

さいたま市教育委員会事務局 学校教育部 教職員人事課 人事係 宛 

電話  ０４８－８２９－１６５３ 

E-Mail kyoiku-kyoshokuin-jinji@city.saitama.lg.jp 
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８ 提出書類（さいたま市立学校教員採用選考試験のホームページに特別選考ごとの提出物を掲載します。） 

提  出  書  類 備   考 

 

 

 

⑴ 通知用封筒１通（受験資格の審査結果又はプレゼンテーション試験案内） 

《実績者特別、経験特別、プレゼン特別、パイオニア特別》 

⑵ 推薦書《大学推薦特別志願者のみ》 

⑶ 実務経歴申告書《パイオニア特別志願者のみ》 

⑷ 身体障害者手帳、療育手帳、知的障害者の判定書又は精神障害者保健

福祉手帳の写し《障害者特別志願者のみ》 

⑸ 英語に関する資格等について各実施団体が発行する証明書の写し《英

語特別志願者、資格による加点申請者のみ》 

⑹ 加点申請に必要な教員免許状の写し又は教員免許状取得見込証明書

《免許による加点申請者のみ》 

⑺ スポーツ・芸術等実績者特別選考実績調書《実績者特別志願者のみ》 

 

 

 

 

⑴ 封筒は、角形２号封筒とし、１８０円切手を

貼る。封筒の表には、郵便番号、住所、氏名（敬

称「様」）を記入する。左下に、志願区分・選考

区分を記入する。 

⑷ 「身体障害者手帳、療育手帳、知的障害者の

判定書又は精神障害者保健福祉手帳の写し」

は、Ａ４サイズにコピーしたものとする。 

⑸ 中学校・高等学校教諭普通免許状（英語）を

所有（取得見込も含む）していない志願者及

び資格による加点を申請した方が提出する。 

 

 

 

⑴ 自己申告書 

⑵ 第１次試験結果通知用封筒１通 

⑶ 勤務状況等調書《さいたま市内で臨時的任用等教職員、スクールアシスタン

ト、非常勤講師として勤務している志願者のみ》 

※評価者は、現在の勤務校の校長とし、評価者が厳封したものとする。 

※志願者は、現在の勤務校の校長に作成の依頼をしてください。 

 

 

 

⑴  自己申告書は、「※記入上の注意」を参照し

て記入する。 

⑵  通知用封筒は、角形２号封筒とし、１８０

円切手を貼る。封筒には、郵便番号、住所、氏

名（敬称「様」）を記入し、左下に志願区分、

教科名、受験番号を記入する。 

 

 

 

⑴ プレゼンテーションに関する資料(スライドの一覧等)２部 

※試験員にも配布する場合は別途３部提出する。 

 

 

 

 

 

⑴ 第２次試験結果通知用封筒１通 

⑵ 自己申告書 《第１次試験を免除された受験者のみ》 

⑶ 勤務状況等調書 《さいたま市内で臨時的任用等教職員、スクールアシスタ 

ント、非常勤講師として勤務している第１次試験を免除された受験者のみ》 

※評価者は、現在の勤務校の校長とし、評価者が厳封したものとする。 

※志願者は、現在の勤務校の校長に作成の依頼をしてください。 

⑷ 体育実技調書《保健体育受験者のみ》 

 

 

⑴ 通知用封筒は、角形２号封筒とし、１８０円

切手を貼る。封筒には、郵便番号、住所、氏名

（敬称「様」）を記入し、左下に志願区分、教科

名、受験番号を記入する。 

 

 

※志願に必要な提出書類の様式は、ホームページからダウンロードしてください。 

※不備のある書類は受け付けません。また、提出された書類は返却しません。 

※記載事項に虚偽や不正があった場合、期限内に受験に必要な書類の提出がなかった場合は、受験を認めない 

こと又は合格を取り消すことがあります。 

 

出 願 時 

※インターネットで出願手続きを行った後、該当する提出書類を郵送してください。 

第１次試験受験時 ７月５日（日） 

第２次試験受験時 ８月８日（土） 

第２次試験（プレゼンテーション試験）受験時 ７月１８日（土）、１９日（日）のいずれか 
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９  第１次試験  

⑴ 期 日  令和８年７月５日（日） 

 ⑵ 会場及び受付時間 

  詳細については、「７ 出願手続」の⑵で案内しているさいたま市ホームページに、６月１６日（火）より掲載

します。 

 ⑶ 内容及び日程 

ア 一般選考（特別支援教育担当教員の志願区分を除く）及びプレ・ライセンス特別の受験者 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

筆答試験 

教 科 等 
専門分野 

○志願する教科等に関し、教員として必要な知識、技能及び学習指導方法等の基礎

を問う択一式の試験 ６０分 

一般教養 
教職科目 

○人文・社会・自然科学及び時事問題等の分野に関するものや教育原理等の教職科

目の各分野にわたる基礎的教養を問う択一式の試験 ６０分 

面 接 試 験 ○集団面接 １グループにつき２０分程度 

 

 

 

イ 一般選考（特別支援教育担当教員の受験者） 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

論 文 試 験 ○特別支援教育に関する論題についての論述 ６０分 

面 接 試 験 ○集団面接 １グループにつき２０分程度  

 

 

 

ウ 特別選考（臨任特別Ａ、教師塾特別Ｂ、Step Up 通過者特別の受験者） 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

面 接 試 験 ○集団面接 １グループにつき２０分程度 

 

 

 

エ 特別選考（社会人特別、臨任特別Ｂ、障害者特別、音専特別、英語特別の受験者） 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

筆答試験 
教 科 等 
専門分野 

○志願する教科等に関し、教員として必要な知識、技能及び学習指導方法等の基礎

を問う択一式の試験 ６０分 

面 接 試 験 ○集団面接 １グループにつき２０分程度 

 

 

 

※休憩や昼食時間、終了時間は、選考区分によって異なる場合があります。 

⑷ 携行品等 

①受験票 ②提出書類 ③上履き ④履物入れ ⑤筆記用具(ＨＢの鉛筆を含む) ⑥飲み物  

⑦昼食(午前中で終了する場合があります。) 

※筆記用具を含め、用具等の貸し出しは行いません。 

     

 

 

受 

付 

諸
注
意 

筆答試験 

教 科 等 

専門分野 

休 

憩 

諸
注
意 

筆答試験 

一般教養 

教職科目 

昼食休憩 
面 接 試 験 

（集団面接） 

受 

付 

諸
注
意 

論文試験 
休 

憩 

面接試験 

（集団面接） 
昼食休憩 

面 接 試 験 

（集団面接） 

受 

付 

諸
注
意 

待 機 
面接試験 

（集団面接） 
昼食休憩 

面 接 試 験 

（集団面接） 

受 

付 

諸
注
意 

筆答試験 

教 科 等 

専門分野 

休 

憩 

面接試験 

（集団面接） 
昼食休憩 

面 接 試 験 

（集団面接） 

◆試験会場敷地内では、携帯電話やスマートフォン、スマートウォッチ、スマートグラス、タブレット端末

等、外部との通信可能な機器の使用を禁止します。また、試験会場敷地内での録画、録音等の行為につい

ても禁止します。 
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10 第２次試験（第１次試験合格者、教師塾特別Ａ、大学推薦特別、実績者特別、経験特別、プレゼン特別、パイオニア

特別、及び１次特例受験者について行います。） 

⑴ 期 日  令和８年７月１８日（土）・１９日（日）のいずれか１日（プレゼン特別、パイオニア特別のみ） 

令和８年８月８日（土）・９日（日）の２日 

令和８年８月２２日（土）・２３日（日）のいずれか１日 

⑵ 会場及び受付時間 

  詳細は、「７ 出願手続」の⑵で案内しているさいたま市ホームページに掲載します。プレゼンテーション試験

については６月１６日（火）より、その他の２次試験については７月２４日（金）より掲載します。 

⑶ 内容及び日程 

               

 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

プレゼンテーション

試験 

○受験者自身の強みやこれまでの経験を学校教育にどのように生かせるか１０分間でプレゼ

ンテーションを行ってください。（提示資料は、事前に作成しておいてください。） 

〇１０分間のプレゼンテーションに加えて、プレゼンテーションの内容及び教職全般に関す

る質疑を実施します。 

※プロジェクター、スクリーン、ＨＤＭＩケーブル（Ａタイプ）は、試験室に準備してありま

す。（パソコン、タブレットは貸出をしていません。） 

※パソコン、タブレットの持ち込みを許可します。レーザーポインター、接続変換アダプター 

等は、必要に応じて持参してください。 

＜携行品等＞ 

①受験票 ②筆記用具 ③プレゼンテーション資料（２部提出） 

④パソコン、タブレット等 ⑤飲み物 ⑥昼食（午前中で終了する場合があります。） 

※試験員にも③を配布する場合は別途３部用意してください。（返却はいたしません。） 

 

※選考区分によって、昼食、休憩、終了時間は、異なる場合があります。 

※「ティーチャー・リターン選考」を同時に実施いたします。 

 

 

 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

適 性 検 査 ○適性検査 

論 文 試 験 ○学校教育に関する論題についての論述（１題・４５分・８００字以内） 

面 接 試 験 ○個人面接、教科等の専門性に係る質問 １人につき２０分程度 

 
 

 

 
 

 

 

 

※志願区分・教科によって昼食、休憩、終了時間は異なります。 

 

 

 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

実 技 試 験 

※小学校教員の「音専特別」「英語特別」受験者、中学校・高等学校・中等教育学校教員の「音

楽」「美術」「保健体育」「技術」「家庭」「グローバル・スタディ」受験者、養護教員受験者

については実技を行います。 

 
 

 

 

※志願区分・教科によって昼食、休憩、終了時間は異なります。 

  

プレゼンテーション試験 昼食休憩 プレゼンテーション試験 

      
面接試験 

（個人面接） 
昼食休憩 

面接試験 

（個人面接） 

  
実技試験 昼食休憩 実技試験 

第２次試験受験者全員 

実技試験対象者のみ 

８月８日（土） 

８月９日（日） 

７月１８日（土）・１９日（日）のいずれか１日 プレゼン特別、パイオニア特別のみ 

受 
 

付 

諸 

注 

意 

受 
 

付 

諸 

注 

意 

論
文
試
験 

受 
 

付 

諸 

注 

意 

適
性
検
査 

休 
 

憩 

休 
 

憩 
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⑷ 実技試験 

志 願 区 分 教 科 等 試   験   内   容   等 

小学校教員 

（音専特別のみ） 
音 楽 

①提示された旋律をソプラノリコーダーで演奏する。 

②任意の楽器又は歌の演奏を行う。 

※ピアノ演奏については、試験会場に用意したピアノを使用すること。 

③次の楽曲から１曲を選び、ピアノで弾き歌いをする。 

※小学校用教科書に記載されている調で行うこと。 

「まきばの朝」、「もみじ」、「こいのぼり」、「冬げしき」、「おぼろ月夜」、 

「われは海の子（歌詞は第３節まで）」 

小学校教員 

（英語特別のみ） 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｽﾀﾃﾞｨ 

(英語) 

英語によるディスカッション 

中学校・高等学

校・中等教育学

校教員 

音 楽 

①提示された旋律をアルトリコーダーで演奏する。 

②任意の楽器又は歌の演奏を行う。 

※ピアノ演奏については、試験会場に用意したピアノを使用すること。 

③次の楽曲から１曲を選び、ピアノで弾き歌いをする。 

 ※中学校用教科書に記載されている調で行うこと。 

「赤とんぼ」、「荒城の月」、「早春賦」、「夏の思い出」、「花」、「花の街」、「浜辺の歌」 

美 術 作品の制作 

保 健 

体 育 

①ハードル走 ②マット運動 ③ダンス ④バスケットボール・サッカー・バレーボー

ルのうち２種目 ⑤柔道・剣道のうち１種目 

技 術 

①「材料と加工の技術」に係る実技 

②「エネルギー変換の技術」に係る実技 

③「情報の技術」に係る実技  

※①～③の内容の中から当日指定された２課題 

家 庭 
①食生活に関すること 

②衣生活に関すること 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 
ｽﾀﾃﾞｨ 
(英語) 

英語によるディスカッション 

養護教員 養護全般 養護に関すること 

 

⑸ 携行品等 

ア 受験者共通（筆記用具や実技試験に必要な用具等の貸し出しは行いません。） 

①受験票 ②提出書類 ③上履き ④履物入れ ⑤筆記用具(ＨＢの鉛筆を含む) ⑥飲み物  

⑦昼食(午前中で終了する場合があります。) 

 

 

 

イ 志願区分（教科）で必要なもの 

《 小学校教員 》 

〔音専特別〕…弾き歌いに用いる楽譜、ソプラノリコーダー、任意の演奏に用いる楽譜（必要に応じて、

楽器、伴奏の音源、再生機器） 

※任意の演奏に用いる楽譜（旋律の分かるもの）を当日２部持参してください。 

※使用できる再生機器は、伴奏音源の再生に必要な最小限の機能を有するもののみとします。 

※メールやインターネット機能のある機器は使用できません。 

 

試 験 項 目 試 験 内 容 等 

面 接 試 験 ○集団面接 １グループにつき３０分程度 

◆試験会場敷地内では、携帯電話やスマートフォン、スマートウォッチ、スマートグラス、タブレット端末等、外部との

通信可能な機器の使用を禁止します。また、録音等の行為については、日程にかかわらず、禁止します。ただし、プレゼ

ンテーション試験においては試験実施の用途において、認められるものに限り、使用を認めます。 

８月２２日（土）・２３日（日）のいずれか１日 第２次試験受験者全員 
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《 中学校・高等学校・中等教育学校教員 》 

 

 
《 養護教員 》… 実技に適する服装（運動着等） 

 
11 選考方針、各試験項目の配点 
 ⑴ 選考方針 

   「豊かな人間性と社会性」「強い使命感と教育への情熱」「幅広い教養と実践的な専門性」を備えた常に学び

続ける教師を採用します。選考に当たっては、筆答試験、論文試験、面接試験等の成績に加えて、自己申告書、

志願書等を参考資料として総合的に検討します。 

⑵ 第１次試験 各試験項目及び配点（合計得点は３５０点満点に換算） 

試験項目 
一般選考 

（９⑶のアの対象者） 
一般選考 

（９⑶のイの対象者） 
特別選考 

（９⑶のウの対象者） 

特別選考 
（９⑶のエの対象者） 

筆答試験 
教科等専門分野 １００ ― ― １００ 

一般教養・教職科目 １００ ― ― ― 

論文試験 ― １００ ― ― 

面接試験（集団面接） １５０ １５０ １５０ １５０ 

⑶ 第２次試験 各試験項目及び配点 

試験項目 実技試験を実施する志願区分等 実技試験を実施しない志願区分等 

論文試験 １００ １００ 

面接試験（個人面接） １５０ １５０ 

面接試験（集団面接） １００ １００ 

実技試験 １００ ― 

合 計 ４５０ ３５０ 

  ※プレゼン特別受験者、パイオニア特別受験者は上記の試験項目に加えて、プレゼンテーション試験を行います。 

 
12 免許・資格による第１次試験への加点 
  申請により、次のとおり第１次試験の得点に加点します。 

志願区分 免許状又は資格 加点される点数 

小学校教員 

①「中学校教諭普通免許状」を所有している方 

②「特別支援学校教諭普通免許状」を所有している方 

③「ＣＥＦＲ Ｂ２以上」取得済みの方 

２０点 

２０点 

２０点 

中学校・高等学校・ 

中等教育学校教員 

①「小学校教諭普通免許状」を所有している方 

②「中学校教諭普通免許状」、「高等学校教諭普通免許状」の両方

を所有している方 

③志願区分以外の教科の免許状を所有している方 

④「特別支援学校教諭普通免許状」を所有している方 

２０点 

２０点 

 

２０点 

２０点 

  ※提出については、「８ 提出書類」を参照してください。なお、期限までに書類提出がない場合は、加点申請を取り下げ

たものとみなします。 

  ※<音専特別>及び<英語特別>における加点については、受験資格に必要な免許及び資格を満たした上で、他に加点対象とな

る免許や資格を所有する方が加点対象となります。 

※令和９年３月３１日までに普通免許状取得見込の方も申請対象とします。ただし、加点申請をした普通免許状を令和９年 

３月３１日までに取得できなかった場合、加点は無効とし、採用候補者名簿に登載しません。 

〔 音 楽 〕… 

 

 

 

弾き歌いに用いる楽譜、アルトリコーダー、任意の演奏に用いる楽譜（必要に応じて：

楽器、伴奏の音源、再生機器） 

※任意の演奏に用いる楽譜（旋律の分かるもの）を当日２部持参してください。 

※使用できる再生機器は、伴奏音源の再生に必要な最小限の機能を有するもののみとします。 

※メールやインターネット機能のある機器は使用できません。 
〔 美 術 〕… 

 

水彩用具一式（水入れを含む）、鉛筆、実技に適する服装 

※彩色は水性の画材とする。水性の画材は、水彩絵具（透明及び不透明）、アクリル絵具、顔彩から、各自の

制作経験を基に判断して持参してください。 

〔保健体育〕… 

 

運動着、運動靴（下履き、体育館シューズ）、受験種目に必要な運動用具（柔道選択者：柔道

着、剣道選択者：竹刀）、マイナ保険証又は健康保険証、体育実技調書（ホームページよりダ

ウンロードする） 

〔 技 術 〕… 

 

作業に適する服装、げんのう、木槌、かんな、両刃のこぎり、さしがね、スコヤ、きり、

ドライバー（No.1、No.2）、アナログテスタ、はんだごて、ニッパ、ラジオペンチ 

〔 家 庭 〕… 調理に適する服装、三角巾、ふきん、裁縫用具一式 
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13 試験結果通知 

第１次試験 

結果通知 
令和８年７月２４日（金）を発表日とし、７月２４日付けで結果通知を発送する予定です。 

第２次試験 

結果通知 
令和８年９月３０日（水）を発表日とし、９月３０日付けで結果通知等を発送する予定です。 

第１次試験・第２次試験の結果は、さいたま市ホームページに各発表日の１６：００頃から１週間程度の間、選考結果（合

格者受験番号のみ）を掲載します。（さいたま市ホームページ→[メニュー]→［市政情報］→［募集］→［職員採用］→

［職員採用（教育委員会）］） 

※第１次試験及び第２次試験の選考結果通知書には、教員採用選考試験の成績を併せて記載します。 

 

14 登載・採用  

⑴ 合格者となった方を「令和９年度さいたま市立学校教員採用候補者名簿」（以下「採用候補者名簿」という）

に登載します。登載の有効期間は、令和９年４月１日から１年間とします。 

⑵ 以下のア～エに該当する場合は、採用候補者名簿に登載しません。 

ア 令和９年３月３１日までに登載校種教諭の普通免許状又は音専特別・英語特別の受験資格として定めてい

る普通免許状を取得できなかった場合 

イ 令和９年３月３１日までに加点申請をした教員免許状を取得できなかった場合 

ウ 選考を受ける資格を欠いていることが明らかになった場合、または重要な経歴の詐称があった場合 

エ 教員としての適性を欠くことが明らかになった場合 

⑶ 合格者のうち以下の方は、本人の申請に基づくさいたま市教育委員会の許可により、採用候補者名簿登載期

間を延長することができます。（令和９年１月３１日までに申請すること） 

 

    

 

 

 

 

⑷  「プレ・ライセンス特別」合格者においては、教員免許状取得見込みの時期に応じて、採用候補者名簿登載

開始を 1 年間又は２年間猶予します。また、令和１１年３月３１日までに小学校教諭普通免許状を取得できな

い場合は、採用候補者名簿に登載しません。 

⑸ 「パイオニア特別」合格者のうち、特別免許状が授与されなかった方は、教員免許取得のため、採用候補者

名簿登載開始を 1 年間又は２年間猶予します。 

⑹ 合格者となった方は、令和８年１１月２日（月）に開催を予定している「令和９年度さいたま市立学校教員

採用候補者意向聴取」に出席してください。 

 ※教員免許状の写し及び教員免許状更新講習修了証明書の写し又は教員免許状取得見込証明書を持参してく

ださい。 

 ※別途必要な提出書類については、２次試験結果通知時にお知らせします。 

⑺ 採用候補者名簿登載者のうち、日本国籍の者は教諭（養護教諭・栄養教諭）として、日本国籍を有しない者

は任用の期限を付さない常勤講師として任用します。 

⑻ 採用候補者名簿登載者に欠員が生じた場合等を勘案して、補欠者を決定し「採用候補補欠者名簿」に登載し

ます。 

⑼ 補欠者のうち、採用候補者名簿に登載されなかった場合は、次年度のさいたま市立学校教員採用選考試験に

おいて、同一校種・教科等を「１次特例」として受験することが可能です。また、採用候補補欠者名簿登載期

間中に臨時的任用等教職員の登録をされた場合には、令和９年度当初から臨時的任用等教職員として任用しま

す。 

 

出 願 時 名簿登載延長期間 

大学院修士課程１年生 １年間 

大学院修士課程進学予定の大学４年生 ２年間 

※教職大学院の教職修士課程についても、大学院修士課程と同様の取扱いとします。 

※大学院に進学し、名簿登載期間を延長する方も同様に令和９年３月３１日までに登載校種教諭の普通免許状を取得

する必要があります。 
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●さいたま市ホームページ 

https://www.city.saitama.jp/ 

●さいたま市立学校教員採用選考試験のホームページ 

https://www.city.saitama.lg.jp/temp/u0070520/65/p128214.html  

出願に必要な書類は、こちらからダウンロードできます。 

 急な変更がある場合がありますので、試験前等には必ず確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 志願区分について 

Ｑ 特別支援教育担当教員はどのように特別支援学校、特別支援学級の教員に分けられるのですか？ 

Ａ 所有する免許状の種類や経験等を踏まえて、学校の状況や教育上の必要性を総合的に判断して配置します。

難聴・言語障害通級指導教室等へは、本人の配置意向に基づいて配置します。 

Ｑ 採用後、異なる学校種に異動したり、担当教科を変えたりすることはできますか？ 

Ａ 異なる学校種への異動を希望することは可能です。ただし、経験年数や所有する免許状の種類、学校の状況

及び全市的な状況等を総合的に判断して決定するため、必ずしも希望通りになるとは限りません。 

  なお、原則として、異なる教科を担当することはできません。 

◆ 試験内容について 

Ｑ 中学校・高等学校・中等教育学校教員を受験しますが、中学校・高等学校の両校種の問題が出題されますか？ 

Ａ 中学校教員についての試験内容となります。 

Ｑ 過去に出題された問題を見ることはできますか？ 

Ａ 第１次試験の筆答試験問題については、各区役所の情報公開コーナーにて閲覧することが可能です。その他

の問題については、さいたま市のホームページに掲載しております。 

（さいたま市ホームページ→[メニュー]→［市政情報］→［募集］→［職員採用］→［職員採用（教育委員会）］） 

◆ その他 

Ｑ さいたま市以外に住んでいますが、選考試験で不利になることはありませんか？ 

Ａ 居住地、出身地、学歴等によって、不利になることは全くありません。 

Ｑ さいたま市立学校で臨時的任用等教職員として勤務しています。勤務状況等調書の提出は必要ですか？ 

Ａ 必要です。まずは、勤務状況等調書の作成について、期日に余裕をもって所属長に作成の依頼をしてくださ

い。勤務状況等調書はさいたま市ホームページからダウンロードできるようになっています。所属長の職印が

必要となりますので、必ず所属長に依頼してください。必要に応じて、ダウンロードができるホームページに

ついて所属長に伝えてください。 

 
【問合せ先】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ※この実施要項は、6,000 部作成し、 

１部当たりの印刷経費は、36 円（概算）です。 

さいたま市教育委員会事務局 学校教育部 

〒330-9588 さいたま市浦和区常盤６丁目４番４号（さいたま市役所第２別館１階） 

【教職員人事課】電 話 ０４８－８２９－１６５３ 

E-Mail kyoiku-kyoshokuin-jinji@city.saitama.lg.jp 

【高校教育課】 電 話 ０４８－８２９－１６７１ 

E-Mail hs-kyoiku@city.saitama.lg.jp 

さいたま市立学校教員採用選考試験 Ｑ＆Ａ 

みなさまから多く寄せられる質問をまとめました。詳しくは、2次元コードを 

読み取って、ホームページを確認してください。以下に、その一部を載せていま

すので、参考にしてください。 


